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一
、
足
利
学
校
と
の
関
係

足
利
学
校
は
室
町
時
代
初
期
に
下
野
国
足
利
庄
に
設
立
さ
れ
た

漢
学
研
究
施
設
で
あ
る
。
そ
の
第
二
世
痒
主
の
天
芙
に
は
田
代
三

喜
・
谷
野
一
栢
が
学
び
、
第
六
世
痒
主
の
文
伯
に
は
曲
直
瀬
道
三

が
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

本
件
は
第
七
世
痒
主
の
九
華
（
玉
岡
瑞
理
。
一
五
○
○
～
一
五
七

八
）
が
書
写
し
た
「
史
記
」
第
一
○
五
巻
の
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
単
独
に
書
写
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
『
史
記
』
全
体
を
書
写
し
た
、
そ
の
一
部
で
は
な
い
。
川
瀬

一
馬
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
学
校
に
お
い
て
は
医
書
の
講
ぜ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
講
義
に
用
い

た
医
書
は
他
に
残
存
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
本
書
は

漢
土
医
家
の
祖
た
る
扁
鵲
倉
公
の
伝
で
あ
る
か
ら
、
い
は
ぱ
医
書

47

九
華
筆
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
に
つ
い
て

'古・
に1

川

浩
也

講
学
の
立
場
か
ら
存
在
す
る
一
本
で
あ
っ
て
、
一
見
史
記
列
伝
の

零
本
の
如
き
本
書
は
、
実
は
学
校
講
学
の
資
料
と
し
て
極
め
て
注

意
す
べ
き
伝
本
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
言
足
利
学
校
の
研
究
」
講

談
社
、
昭
和
四
十
九
）
・
医
書
講
学
を
証
す
る
史
料
と
し
て
は
、
国
立

公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
周
日
本
「
素
問
』
に
、
「
此
ノ
ー
帖
ハ

足
利
ニ
テ
講
義
ノ
時
ニ
此
ノ
如
キ
ナ
ル
ヲ
書
置
ク
ナ
リ
」
と
『
素

問
』
が
講
ぜ
ら
れ
た
旨
の
識
語
が
あ
る
。

二
、
底
本
に
つ
い
て

底
本
は
、
元
・
中
統
本
『
史
記
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
史
記
索

隠
」
と
「
史
記
集
解
』
の
二
注
を
合
刻
し
た
も
の
で
、
桃
源
瑞
仙

二
四
三
○
～
一
四
八
九
）
が
使
用
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
。
足
利
学
校
に
は
「
史
記
桃
源
抄
」
も
存
し
、
桃
源

と
の
関
わ
り
が
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

欄
外
に
は
『
史
記
正
義
」
の
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
元
・
彰
寅

翁
本
「
史
記
」
（
三
注
本
）
か
ら
移
抄
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

南
化
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
）
に
書
入
れ
ら
れ
た
正
義
侠

文
は
本
件
に
は
見
え
な
い
・

三
、
訓
点
に
つ
い
て

本
件
に
は
、
主
に
第
一
葉
の
表
裏
に
、
経
文
と
注
文
に
訓
点
が
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施
さ
れ
て
い
る
。
南
化
本
の
栴
室
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
扁
鵲
倉
公

列
伝
に
は
公
的
な
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
南
化
本
に
は
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
栴
室

と
旧
蔵
者
の
月
舟
寿
桂
二
四
六
○
～
一
五
三
三
）
の
間
に
訓
点
が

施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
桃
源
の
『
史
記
抄
』
に
も
、
本

文
に
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
の
が
散
見
す
る
。
し
か
し
、
本
件
に

は
二
家
の
注
文
に
も
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
果
し
て
、

九
華
自
ら
が
訓
点
を
施
し
た
の
か
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
研
究
室
が
所
蔵
す
る
、
慶
長
古
活
字
本
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
に

は
、
経
文
と
注
文
と
に
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
、
詳
細
な

比
較
に
及
ん
で
い
な
い
が
、
き
わ
め
て
良
く
似
た
訓
点
で
あ
る
。

以
上
、
本
件
を
め
ぐ
っ
て
、
田
代
三
喜
か
ら
曲
直
瀬
道
三
に
関

わ
り
、
さ
ら
に
桃
源
瑞
仙
、
月
舟
寿
桂
及
ん
だ
。
室
町
時
代
の
医

学
史
を
研
究
す
る
上
で
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
一
本
で
あ
り
『
史
記
』

研
究
史
に
お
い
て
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
訓
点
を
解
釈
の
一
部

と
と
ら
え
る
な
ら
、
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
の
早
期
の
解
釈
と
し
て
重

要
な
位
置
を
占
め
る
。

（
北
里
研
究
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史
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）


